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• 私からは、目次の1～4までを説明します。
• 5の参考は、のちほど、ご覧ください。
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本日は、決算説明会にお集まりいただき、ありがとうございます。
今年4月1日よりバトンを引き継ぎ、代表取締役社長、グループＣＥＯに就任した國分でございま

す。

メイテックは今年７月で創業４０周年を迎えます。こうして４０周年を迎えられるのも、皆さまから
の厚いご支援があったからこそであります。深くお礼申し上げます。

メイテックは、１９７４年の創業以来一貫して、プロのエンジニア集団として「人と技術」のサービ
スを通じた価値提供で、延べ４，０００社を超える日本の製造業のお客さまにおける「技術開発の
サポート」に携(たずさ)わらせていだきました。４０年の歴史の中で培われてきた実績や、「自立と
支えあい」という伝統が受け継がれ、派遣という形態で「エンジニアという職業を軸にして、企業の
枠をこえてキャリアアップする働き方」を確立し、「生涯プロエンジニア」として定年を迎えたエンジ
ニアを誕生させられたことは、社会的に、とても意義のあることで、エンジニア派遣業界のナン
バー1企業グループの誇り、と思っています。

４０周年の節目を機に、過去へ感謝しながら、さらなる「挑戦と創造」によって歴史を塗り替えて
いきます。その中で、事業システムを「磨き」「進化」させ、「質の維持・向上」と「規模の拡大」を図
り、いかなる環境変化にも適応しながら、社会から信頼と共感を得て持続的な成長を続ける企業
グループを目指してまいります。

「人と技術」の価値創造・リーディングカンパニー・グループとして、「３０年後も（４０年、５０年後
も）光り輝き続けるブランド」として、次代へ引き継いでいくためにも、経営チーム一丸となって全
力で職責を果たしていく所存です。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
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• それでは、2014年3月期の業績について説明します。
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• グループ連結の業績概要です。
• 大手製造業で、技術開発投資を持続される企業が多く見られたことから、エンジニア派

遣事業が業績をけん引し、
売上高は前期比6.5％増収の749億6百万円、
営業利益は9.8％増益の69億79百万円、
経常利益は前期比8.6％増益の69億78百万円となりました。

• 特別損失には、中国子会社の整理損失引当金などを計上しました。
• 当期純利益は、前期13年3月期の子会社清算に伴う税金費用の一時的な減少という

特殊要因が消滅し、14年3月期の税金費用は本来の水準に戻ったため、
• 前期比33.7％減益の39億73百万円となりました。
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• セグメント別の業績概要です。
• 連結売上高の９割超を占める派遣事業、特に中核事業のエンジニア派遣事業では、稼

働人員数の増加などにより、
売上高は前期比6.4％増収の715億87百万円、
営業利益は前期比8.8％増益の66億87百万円となりました。

• グローバル事業の見直しの一環で、中国の西安と成都の２拠点の教育事業を
本年６月末で閉鎖し、清算する予定です。

• なお、上海の人材紹介事業は継続することから、15年3月期より紹介事業に統合し3つ
の事業セグメントに変更します。

• 伸び率が高い紹介事業の売上高は
前期比25.5％増収の9億27百万円、
営業利益は前期比60.9％増益の2億84百万円となりました。
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• メイテック単体の業績概要です。

• エンジニア社員の積極採用による入社数増加と退職数低減により、期末のエンジニア
社員数は、13年3月末比6.4%、350名増加の5,860名となりました。

• 採用人数の増加影響などにより、全体の稼働率は94.7%で、前期比▲0.7%と若干減少と
なりましたが、稼働人員数の着実な増加によって、
売上高は前期比5.5%増収の588億76百万円、
営業利益は前期比6.5%増益の57億51百万円、
経常利益は前期比7.9%増益の61億49百万円となりました。

• 特別損失に、中国子会社向けの出資金評価損などを含め、3億72百万円を計上しまし
た。

• その他、先ほど説明した税金費用の特殊要因の消滅も加わり、当期純利益は前期比
43.4％減益の34億25百万円となりました。

• なお、下段に主要指標を一覧で示しましたが、のちほど、指標ごとに説明します。
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• メイテックフィルダーズ単体の業績概要です
• メイテック同様、エンジニア社員の入社数増加と退職数低減により、期末エンジニア社

員数は13年3月末比13.2%、170名増加の1,460名となりました。
• また、新卒入社者の早期配属も実現できたことから、稼働率も前期比1.1％増加の

95.2％となりました。
• このように、稼働人員数の増加を主要因として、売上高は100億円を超え、

前期比13.2%増収の105億87百万円、営業利益は前期比32.0%増益の8億56百万円とな
りました。
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• 無期雇用・正社員エンジニアの派遣事業の売上高・原価の構成要素の概要です。
• 以前からお伝えしてきましたが、改めて、5つの要素を示しました。
• 現時点のような稼働率と対価が高い水準の場合、成長のドライバーはエンジニア社員

の増員です。
• 増員のためには、採用の人数を増やして退職の人数を減らす、という両立が重要とな

ります。
• なお、稼働時間は業績影響の大きい指標ですが、お客さまからの指示による業務対応

の結果なので、当社側のコントロールは不可能な指標です。
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• グループのエンジニア社員数の推移です。
• 前中期計画では、エンジニア社員数をリーマンショック前の水準に戻す目標に掲げ、増

員に注力しました。
• 7,000名を超える水準まで戻してきましたが、前中期計画のスタート時点での東日本大

震災や欧州危機、さらに電機業界の不振などもあり、一時的に中途採用を意図して抑
制した影響、その後は中途採用市場の競争が激化した影響もあり、中途採用の目標
が未達成でした。
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• メイテック単体のエンジニア社員数の推移です。
• リーマンショックの影響で、エンジニア社員数はピーク比、約10%減の約5,400名まで減

少しました。
• その後、前中期計画の中で、確実に採用力強化と退職率低減を両立し、増員を進めま

したが、残念ながら6,000名の大台には届きませんでした。
• ただし、今年14年4月の新卒入社数は378名でしたので、新年度は過去 高の6,242名

でスタートしています。

12



• メイテックフィルダーズ単体のエンジニア社員数の推移です。
• こちらもリーマンショックの影響で、エンジニア社員数は減少し、メイテックより谷が深い、

ピーク比約20％の減少となりました。
• しかし、メイテックと同様、採用力強化と退職率低減を両立、増員を強力に推し進め、

前中期計画では過去ピークと、ほぼ同水準まで回復しました。
• さらに、今年14年4月の新卒入社数は173名でしたので、こちらも

過去 高の1,635名で新年度をスタートしています。
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• 採用と退職の推移です。
• エンジニア社員の増員の実態をわかりやすくお伝えするために、採用率と退職率を掲

載しました。
• 前中期計画では、「新卒と中途」の両方の採用力を着実に強化し、同時に、退職率の

低減も進められました。
• 過去は、採用率と退職率が、ほぼ同率であったため、増員が進みませんでした。
• しかし、足元の2年間では、採用率が退職率を上回り、さきほど説明した通り、着実にエ

ンジニア社員の増員につなげてきました。
• なお、採用率が高いほど、研修を必要とする未稼働のエンジニア数が増えるため、稼

働率は低下方向の圧力を受ける事となります。
• 来年15年4月入社の新卒採用予定数は、メイテック400名、メイテックフィルダーズ175名、

合計575名を目標としています。
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• 稼働率の推移です。
• 左上のグラフで示した通り、これまでも稼働率が95％を超えているとおおむね好調、と

判断してきました。

• 稼働率は高い水準を維持していますが、詳細に見ると、過去のピークを若干下回って
いる状況です。

• これは、採用数の増加が、稼働率に対して、下方の圧力が働いているためで、特に中
途採用は通年で下方圧力が働くこととなります。

• 以前から、お伝えしてきましたが、採用数を増やし成長を図りながら、利益率を高める
ためには、入社したエンジニアの早期配属が鍵となります。
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• 稼働人員数の推移です。
• 簡単に言えば、エンジニア社員数に稼働率を掛けると、お客さま先で業務に従事して

いる稼働人員数となります。
• エンジニアのキャリアアップにつながる受注案件を獲得し、早期の配属に努め、ここま

で、稼働人員数の増加を図ってきました。
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• 対価・単価の推移です。
• エンジニア派遣業界のリーディングカンパニーと自負するメイテックの対価は、5,000円

レベルを維持しています。
• また、メイテックフィルダーズの対価も、業界平均よりやや高めの3,500円レベルを維持

しています。
• 新卒入社者が多いと、新卒の低い対価（レート）が、全体的な平均対価（レート）を押し

下げる影響があり、新卒採用の割合が高いメイテックフィルダーズではこの影響が現
れています。

• 今後も、エンジニア一人ひとりがアウトプットの価値を高め、お客さまに価値を理解して
頂き、市場価値に基づく「適正対価の獲得」を永続して努めていきます。
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• 稼働時間の推移です。
• 稼働時間の0.1時間は、売上高の約1％に該当しますので、業績影響の大きい指標の

一つですが、稼働時間は、お客さま先の業務指示の結果なので、当社側でコントロー
ルは不可能です。

• なお、足元の状況は示した通りで、お客さまが残業のコストを徹底して抑制する動向に
変化は無く、メイテックの稼働時間は１日あたり8.8～9.0時間で安定的に推移していま
す。

• 今後もこうした動向が続くだろう、と想定しています。

• ただし、お客さまが本当に繁忙になってくると、まず稼働時間が上向く傾向があるので、
そういった意味では今後も注視していきます。
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• エンジニア派遣事業の単体売上高の増減内訳です。
• ここまでに説明してきた通り、メイテック、メイテックフィルダーズともに、増収の主な要

因は、「稼働人員数の増加」であり、その影響額は記載の通りです。
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• メイテックのお客さまの売上ＴＯＰ10です。
• 順位に変動はありますが、ＴＯＰ10圏内に入るお客さまに大きな変化は見られません。
• なお、売上ＴＯＰ10の占有率は、5年前と比較すると減少傾向ですが、これは特定業種に

かたよらずに、幅広くサービスを展開してきた結果であり、メイテックグループの強みの一
つです。
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• 業種別の売上高推移です。
• 前年度に続き、「自動車関連」の伸びが顕著でした。
• なお、「電気・電子機器」は前期比で減少しましたが、大きな落ち込みではなかった、と

認識しています。
• 特定の業界や分野が厳しい状況であっても、広い分野の製造業のお客さまと取引して

頂いているからこそ、他の業界や分野でカバーし、吸収する事が可能、ということもメイ
テックの強みの一つです。
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• 月間新規受注動向の推移です。
• 月間350件を超える新規受注件数をいただければ堅調、200件を下回る水準は危険な

状態、と判断してきました。
• したがって、足元の2年間は堅調が持続しており、製造業のお客さまは長い視点で技術

開発投資を堅調に進められている、という見方をしています。
• なお、新規受注の動向は、稼働率よりも先行する傾向があるので、今後も注視していき

ます。
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• 利益配分の基本方針に則した利益配分を継続し、自己資本は約370億円の一定水準
を維持しています。

• また、今後の成長目標も見据えて、現状水準の「自己資本の“質と量”の充実」を優先
したい、と考えています。

• 無期雇用エンジニア派遣事業は、経済危機下でも、エンジニアの雇用を守り抜く事が
持続的成長に不可欠、と考えています。

• これは、メイテックグループにおけるリーマンショックの教訓です。
• そのためには、資金残高にも配慮しつつ、財務の安全性につながる「自己資本の“質と

量”の充実」を優先する、という考えです。
• なお、14年3月末の現預金は約300億円となっていますが、これは13年3月期の課税所

得がマイナスであったため、14年3月期中の中間納付額がゼロになったなど、一時的な
納税額減少という特殊要因も含まれています。
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次に、新たな中期経営計画について説明します。

24



• これまでの中期経営計画のレビューです。
• 2003年当時からの3回分の中期計画を掲載しました。
• 10年前は、事業領域の拡大という戦略を進めてきましたが、リーマンショックなどもあり、

それらの戦略は凍結しました。
• その後、前中期計画では、再びリーマンショックのような危機に見舞われた際にも、50

億円規模の営業損失を出さないように、「より強い事業基盤の構築」という目標を掲げ
ました。

• この背景は、リーマンショックの経験を決して忘れてはならない、むしろ教訓として経営
にしっかり刻み込んでおくべき、という考えがありました。

• そして、この定性目標は、おおむね達成できた、と考えています。
• これを踏まえ、新中期計画では、前中期計画よりも、売上高・利益の水準を高い目標に

設定します。
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• 前中期計画の売上高や営業利益の当初目標数値には届かなかったものの、リーマン
ショック以降、着実にエンジニア社員を増員してきたことから、3年間での実績は、
売上高は21%、131億円の増収、営業利益は166%、43億円の増益を達成しました。

• しかし、先ほど説明したエンジニア社員数の未達により、中期計画の当初目標には届か
なかった。
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• まず、中期計画のスタートに先立ち、「グループの目指すべき姿」（ビジョン）を見直しま
した。

• 具体的には、従前の４つの価値、社員・顧客・株主・社会の価値から、新たにエンジニ
ア価値を加えた、５つの価値へ修正しました。

• 右上に記載した部分ですが、
「私たちメイテックグループは、全社員でつながりあい・・・」の思いは、グループの総力
結集、グループの連携強化、を強く意識し、
「エンジニア価値を起点として・・・」の思いは、豊かなエンジニア人生を目指す、すべて
のエンジニアに対して、 適な機会と場を提供し続ける事が、社員・顧客・株主の価値
向上につながっていく、という考え方を示したものです。
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• 新たな「メイテックグループの事業方針」です。
• こちらは、経営理念やコーポレートスローガンの再確認、そして「目指すべき姿」の見直

しを経て、メイテックグループによる2つのサービス提供先である、エンジニアとお客さま
への提供価値を明文化した事業方針を掲げました。
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• 2014年度からスタートした「グループ中期経営計画」の概要です。
• ポイントは2つで、

根幹事業のエンジニア派遣事業とエンジニア紹介事業の２事業に集中すること
そして、派遣市場をハイエンドゾーン、ボリュームゾーン、ニューマーケットの３つにゾーニ
ングしたこと、です。

• まず、エンジニア派遣事業での3つのゾーンは、左に示した通り、
メイテックが、４０年間にわたり創りあげてきたマーケットをハイエンドゾーン、
主要競合他社がひしめくマーケットをボリュームゾーン、と位置付けました。

• メイテックがナンバー1と自負するハイエンドゾーンでは、安定成長を図っていきます。
• また、ボリュームゾーンを担うメイテックフィルダーズは、まだ、ナンバー1ではないものの、

十分にナンバー1を狙えると確信し、将来のナンバー1に向けた拡大成長を図っていきま
す。

• もう一つの集中する事業であるエンジニア紹介事業は、のちほど説明します。
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• エンジニア派遣事業では、強みの『 大・ 高の「機会と場」』をより一層拡大していき
ます

• 「機会と場」の拡大に向けて、４つの戦略、採用のIN、営業のOUT、成長支援のFollow、
これら3つの戦略を下支えするプラットフォームが一体となって推し進め、ハイエンド
ゾーンの安定成長とボリュームゾーンの拡大成長を図り、エンジニア・お客様の２つの
サービス提供先に対する価値向上を進めていきます。

• なお、IN・OUT・Follow・プラットフォームの4つの戦略における、それぞれの施策は記載
の通りですが、具体的な打ち手は、競争優位性に関わるため、詳細はご容赦ください。

• この戦略を推し進め、計画の 終年度、2016年度目標は、
青いハイエンドゾーンでは、エンジニア社員数6,800名、売上高680億円
緑色のボリュームゾーンでは、エンジニア社員数1,900名、売上高135億円を
目指します。

• 水準感などは、のちほど説明します。
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• エンジニア紹介事業では、強みの「エンジニア専門転職支援_総合満足度ナンバー1」を磨
き一層の拡大を図っていきます。

• また、今回の中期計画では、エンジニア紹介事業の中でグローバル展開を検討していき
ます。

• 紹介事業は、メイテックネクストがメインで担っていますが、14年3月期の営業利益率は
30％を超える水準で、職業紹介決定人数は約660名です。

• 紹介事業は波の大きい業態ですが、この事業の成長は、グループ全体の収益率向上へ
の寄与が見込めることから、新たな中期計画で集中する事業としています。

• 次に、メイテックネクストの紹介決定人数660名の規模感ですが、前中期計画の３年の間
に、２倍の規模へ増加しました。

• それを踏まえ、計画 終年度の2016年度目標は、メイテックネクストだけで、現在の決定
人数660名に対して約1.5倍の1,000名を、中国・上海の紹介事業とメイテックキャストの紹
介業務の2つで300名を、紹介事業合計で1,300名を目指します。

• エンジニア紹介事業の施策は記載の通りですが、具体的な打ち手は、競争優位性に関わ
るため、詳細はご容赦ください。
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• これらの戦略に基づく 終年度の収益目標ですが、グループ連結では過去 高水準
の売上高880億円に設定します。

• 過去の事業領域拡大と異なり、新しい中期計画では、根幹のエンジニア派遣事業で大
きくけん引していきます。

• そして、グループ連結の
営業利益の 終年度目標は100億円の大台を、
営業利益率は現行を上回る「12%以上」に設定します。

• この営業利益率の達成に向けて、原価率は現行横ばいを、販管費の増加の抑制を、
しっかり両立していきます。

• なお、原価率は、過去 少レベルの70%前後に対し、足元は74%と上昇していますが、こ
れは社会保険料の負担増が影響しています。

• こうした社会インフラのコスト減少は見込めないことから、早期配属を進め、稼働率を
向上させ、原価率の上昇の抑制、横ばいを図ります。
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• 終年度目標の売上高は過去 高の880億円、営業利益は100億円の大台を目指し
ますが、過去業績と今回目標の水準感は、お示した通りです。

• なお、新中期計画の初年度目標は、業績予想のところで、のちほど説明します。

33



• エンジニア派遣事業でゾーニングした
ハイエンドゾーンでは、3年で15％、年率5％の成長を目指し、
メイテックの計画 終年度の売上高は680億円、
期末のエンジニア社員数は6,800名を目標とします。

• また、拡大成長を掲げるボリュームゾーンでは、3年で２９％、年率９％の
成長を目指します。

• メイテックフィルダーズの計画 終年度の売上高は135億円、
期末のエンジニア社員数は1,900名を目標とします。
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• 計画 終年度の期末エンジニア社員数目標である、メイテックとメイテックフィルダーズ
の合計8,700名を目指すために、採用数は、
ハイエンドゾーンで年間・約630名、ボリュームゾーンで年間・約300名、
合計で年間・約930名を３年間継続していきます。

• これを採用率で示すと、メイテックで9%台、メイテックフィルダーズで18%台～15％台の
計画です。

• 安定成長と拡大成長の違いは、この採用率などで、ご理解いただけると思います。
• また、採用率が年々下がるのは、分子の採用数がほぼ一定に対して、分母のエンジニ

ア社員数が増加するためです。

• そして、退職率は、
メイテックで5%前後、メイテックフィルダーズでは8%台なかば、の維持を図ります。

• 採用力強化と退職率低減の両立を含め、事業システムを磨き、 大で 高のエンジニ
ア集団を拡大していきます。

• 対価については、現状水準の維持・向上を図ります。
• なお、当社側でコントロールできない稼働時間は、足元と同水準としています。

35



• 計画 終年度の営業利益目標は、メイテックで85億円、メイテックフィルダーズで13億
円、単純合計で98億円を目指します。

• また、営業利益率の目標は、メイテックで13%以上、メイテックフィルダーズで9.5%を目指
します。

• 多くのエンジニアを採用する事で、稼働率は下方圧力を受けますが、その計画は、
メイテックで約95%を維持、メイテックフィルダーズでは95%を若干割り込む水準にとどめ
て、営業利益を確保していく計画です。
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• 計画 終年度には、
連結当期純利益は60億円を、連結ROEは15%以上を目指します。

• 自己資本の“質と量”の充実を優先しながら、ROEの向上に努めていきます。
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• 後に新中期計画の初年度、15年3月期の業績予想について説明します。
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• 緩やかな景気回復が持続する前提で、積極採用による増員とグループ連携営業の拡
大を見込み、次頁以降のエンジニア派遣事業の主要指標に基づき、連結業績予想を
公表しました。

• 15年3月期の年間連結業績の予想値は、
売上高は前期比5.5%、約41億円増収の790億円、
営業利益と経常利益は前期比10.3%、約7億円増益の77億円、
当期純利益は前期比23.3%、約9億円増益の49億円
としました。
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• メイテック単体の15年3月期の業績予想は、下段に記載した主要指標を前提に、
売上高は前期比4.5%、約26億円増収の615億円、
営業利益は前期比9.5%、約５億円増益の63億円、
当期純利益は前期比28.4%、約10億円増益の44億円
としました。

• 稼働率（全体）は、前期とほぼ同じ水準の94.8%を前提としました。

40



• メイテックフィルダーズ単体の15年3月期の業績予想についてもは、下段に記載した主
要指標を前提に、
売上高は前期比7.7%、約8億円増収の114億円、
営業利益は前期比5.1%、約1億円増益の9億円、
当期純利益は前期比24.1%、約1億円増益の6億円
としました。

• 稼働率（全体）は、先ほど説明した高い採用率の影響を勘案し、
前期比で▲1.8%低い93.3%を前提としました。
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• 新たな中期計画においても、2011年5月に改訂した「利益配分の基本方針」は変更せ
ず、維持する計画です。
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• 後に、利益配分の実績と予想です。
• 2013年度の期末配当は、公表予想通り、40円50銭とします。
• これにより、年間の配当金は72円となります。
• 次に2014年度の利益配分は、基本方針に則した「普通配当と自己株式取得」

そして、「創業40周年記念配当」を予想値とします。
• なお、記念配当を除いた、普通配当と自己株式取得に対して、「原則、総還元性向

100%」を適用する予定です。
• これにより、記念配当20円を含む年間配当金予想は101円、

この配当総額は約31億円、自己株式取得額は24億円を予想値としました。

43



私からの説明は以上です。

中期経営計画を着実に推し進め、事業システムの質と量を磨き、進化させ、
皆様のご期待に応え続けられるよう、努力して参ります。

ご清聴、ありがとうございました。
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